
学年/年代 性別

11月28日 広見児童館 小6 女

12月27日 電子申請 大人

1月25日 電子申請 大人

1月25日 電子申請 大人

2月1日 広見児童館 小2 女

2月1日 広見児童館 小2 女

2月1日 電子申請 大人

2月3日 電子申請 大人 女

Ｑ．幸せにいきるには？
　・お小遣いが欲しい。今は貰っていない。例えば、6年生なので月600円欲しい。貯めるつもりなので、少し
でも欲しい。
　・学校の授業（特に算数）を分かりやすくしてほしい。（簡単な問題は分かりやすい時もあるが、難しい問
題は進みが早くて分かりにくい。）授業が楽しければ学校も楽しくなる。
Ｑ．伸び伸びと過ごすには？
　・寝る（睡眠時間の確保）。寝る時間が23時、起きる時間が6時半、寝るのが遅くなる理由はゲーム（ゲー
ム：勉強＝7:3）
Ｑ．生きていくうえで大切・当たり前なこと
　・ご飯を食べる。朝食べていない、晩に食べている。

片親の子どもの連れ去りが日本では非常にもんだいになっていますが、最近になって県や市町村、警察
が問題ととらえ始め、子どもを連れ去ること、取り上げることをＤＶと判断するようになりました。

Ｑ．伸び伸びと過ごすには
・命が大事。
・ゆっくり過ごす。
・勉強がなければいい。
・不審者が多くなってきてるから、泥棒とか悪くしないでほしい。

3月に突然休校にし、僕たちの勉強の場、みんなと会う場を勝手に奪った市長や教育委員会の人たちにこ
どもの権利を語る資格はないと思う。形だけの条例などいらないと思う。（※うちの長男の生の声です）

Ｑ．幸せに生きるには
・（お母さんが好きだから）３歳の弟の世話で、いつも頑張っているから、困ったことがあったら聞いてほし
い。

学ぶ権利、遊ぶ権利を行政の自己保身から奪われないこと

昨年の3月のコロナ患者がいない中での密室で決定した一斉休校、とその延長に反省も、謝罪もない行政
がいくら条例など作っても、形だけのパフォーマンスに過ぎないでしょうね。これは明らかに学ぶ権利、遊
ぶ権利への大人の自己保身、同調圧力からくる不当な侵害です。自分はいじめている自覚がないのに、
「いじめはだめ」と言っているようなものです。できれば市長、教育委員長が交代したのち、子どもの権利の
侵害を認め、謝罪してから作るできではないでしょうか。

市立中央病院が県内最大希望のクラスター、近隣では変異株の市中感染、それでも大人は「感染対策を
するから」とＳＤＧｓラボ、FUJI未来塾では対面の開催を市公認で継続しているこの街。一方子どもは感染
者ゼロでも問答無用で学校閉鎖で、私が指摘してもなんの反省もなし。大人の都合ばかりで、子どもの権
利を軽くみている今の市政、教育委員会では条例制定は無理だし、やめてほしいです。

こどもの権利条例に係る聞き取り内容

日にち 聞き取り場所

聞き取り者

聞き取り内容
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学年/年代 性別

日にち 聞き取り場所

聞き取り者

聞き取り内容

2月7日 広見児童館 小５・中１ 女

【幸せに生きるには】
・自分の好きなことをやる。趣味やゲーム。
趣味…音楽を聞いたり、動画を見たり（ドラマやアニメ、海外の物など）
・誰にも邪魔されず、自分の世界に入れる。やる気の源。
・食べること、寝ることの確保。ゲームの時間も欲しいし寝る時間も欲しい。
<睡眠時間> ２１歳…６時間、高校生…８時間、中学生…６時間半、小学生
…６時間半
７人兄弟（姉妹）である。…２２歳女、２１歳女、大学生男、高校生男、高校生
女、中学生女、小学生女
欲しいものは、親には言えず、仕事やバイトをしている上の姉三人が買って
やり、その代り、家のお手伝いを下の子たちにやってもらう。→社会が兄弟
姉妹の中でできている。
・家族でいられる時間が欲しい（２１歳）。皆が集まれる時間がない。
・朝７時のチャイムがなくなり、起きられなくなった。（小学生）あれが一日の始
まりだった。
・授業の進み具合について（中学生）…塾の子との差をなくしてほしい。学校
の授業の進みが早くて分からない。充実した授業をしてほしい。

【生きていくうえで当たり前なこと】
・食べること
…《どう食べるのか》 バランスよく（サラダ・肉・ご飯、など）
カップラーメンなどをそんなに食べるな、と言われる。
死ぬまでにいろんなものを食べたい（食べるものの自由）。
・服を着ること
・仕事を持つこと→お金をもらわないと生きられない。
消防士や警察官はお金がいっぱいもらえると聞いた。
やってみたいか…一人は「普通」一人は「やりたくない」
→なぜ？…夜勤などが辛いから。
《大変な仕事だから報酬も多いのでは？》・確かにそうだが、自分達は、夜
勤なしの楽で楽しい仕事がしたい。それは、両親（看護師など）が夜勤が
あって、日々辛くてだるそうだから（実感がこもっている）。
《親がだるくないように、大変でなくするには？》
・薬の開発。・働く人（人員）を増やす。・病気を減らす。
《病気を減らすには》 ・薬の研究も大事だが…それも仕事が大変。
→最初に戻る… ・バランスの良い食事。・運動。・ストレスのない生活。
→楽しいことをする。読書、遊ぶ、など。
<例> 自分は、代表委員を任された。それは、他の子たちが委員会のある
昼休みに外遊びをしたくて、候補がいなかったから。本当は自分も遊びた
い。でも、委員会で任される嬉しさや楽しさがあり、結果としては良かった。
→逆に他の子はその喜びは味わえない。
【幸せに生きるには】
・宿題をなくす。→学校で寝ている子（男子２名…３時間しか寝ていないらし
い）がいる。
→宿題の代わりに、家のことをする。
・家にいるのが好き。・おじいちゃんと遊びたい。おじいちゃ
んと畑仕事をするのが好き。・お父さんと釣りをするのが好
き（二人とも）。ハゼ釣りをした。カニを釣って汁にして美味
しかった。でも可哀想になっちゃった。
・お小遣いを増やす。
・テストをなくす。
・学校をなくす。→でも、大事なことを覚えられないから、やっぱりあった方が
いい。
・学校で男女を分けてほしい。
・呼び捨てをやめてほしい。
・いじめがなくなってほしい。
《いじめをなくすには？》 意地悪な子だけのクラスを作り、先生を増やす。
→意地悪な子同士で仲良くなれるかも。意地悪の辛さが分かるかも。

女小３広見児童館2月7日


